
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

湖周地域循環型社会形成推進地域計画（第3期）

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載

－

構成市町村等（作成者）
名

－

岡谷市　諏訪市　下諏訪町　湖周行政事務組合

261.14

114,110人（令和5年10月1日現在）

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある

市町村名

令和14年3月31日

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

湖周行政事務組合（平成23年9月1日設立）

7年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

開始年月日

終了年月日

岡谷市、諏訪市、下諏訪町

－

令和7年4月1日

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施予定
の場合

湖周地域（岡谷市、諏訪市、下諏訪町）

令和７年度（４月から）

①日本容器包装リサイクル協会への委託（プラ法32条のルート）

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業
の実施

備考

－

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合

－

 長野県では、広域化・集約化を計画的に進め、循環型社会の実現を図るため、市町村の意見等を踏まえ
ながら「長野県廃棄物処理計画（第５期）」を策定している。その中で当該地域は諏訪地域と位置づけら
れており、諏訪湖周の岡谷市、諏訪市、下諏訪町が諏訪湖周地域を処理区域と定め、湖周行政事務組合を
設立した。ごみ処理施設の集約化を図るため、平成23年度に「湖周地域 循環型社会形成推進地域計画」
を策定し、平成28年度に高効率ごみ発電施設を整備、焼却処理施設の統合を果たした。
　今後はこの体制を維持しながら広域処理の一環として、令和13年度を目標に地域内に最終処分場を整備
する計画となっている。

長野県廃棄物処理計画（第５期）

－

－

－

－

－
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

備考

未策定の構成市
（策定予定時期）

策定状況

策定済の構成市
（計画の名称）

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導
入済の場合は記載不要

－

有料化導入状況

上記が④の場合、
その詳細

仮置場候補地の総面積

岡谷市　　約41,000㎡
諏訪市　　約88,000㎡
下諏訪町　約24,000㎡

岡谷市（岡谷市災害廃棄物処理マニュアル）
諏訪市（諏訪市災害廃棄物処理計画）
下諏訪町（下諏訪町災害廃棄物処理計画）

①全ての構成市町で策定済

①全ての構成市町で導入済

－

－
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和14年度 現状比

114,110 105,003 -8.0%

10,023 10,148 1.2%

21,945 21,177 -3.5%

401 395 -1.5%

　その他排出量（トン） 2 2 0.0%

　⑤総排出量（トン） 31,970 31,327 -2.0%

765 817 6.8%

　再生利用量 7,106 6,455 -9.2%

22% 21%

　最終処分量 981 2,357 140.3%

3% 8%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 13,801 13,073

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

【その他排出量】
その他排出量に集団回収量を含む。

【熱利用状況】
諏訪湖周クリーンセンターでは、ごみの焼却によって得られる熱エネルギーを効率的に回収し運転に
必要な電気を循環利用している。さらに余剰電力を売電し有効利用を図っている。

【⑦総資源化量の減少と⑧埋立処分量の増加の理由】
最終処分場建設計画の遅延による。

＜説明＞
　広域化以前、組合構成市町（岡谷市、諏訪市、下諏訪町）では各々の市町で所有する焼却施設で廃
棄物を焼却処理し、発生した焼却灰は全量埋立処分としていた。組合発足後の広域化計画では「諏訪
湖周クリーンセンター」と「最終処分場」を同時期に建設、稼働させ、焼却に伴い発生する主灰の大
部分は新たに建設する最終処分場に埋め立てることとなっている。（飛灰を埋め立てる場合、処分
費、設備投資費、補修費等が高額になることから主灰のみの埋立計画となった。）
　結果、諏訪湖周クリーンセンターはH28年12月から稼働を開始することができたが、最終処分場は
建設用地の選定に時間を要し、H28年10月に用地決定したものの、下流域住民の合意が得られず建設
予定地の変更が必要となり現在に至る。
　現在、諏訪湖周クリーンセンターから発生する焼却灰については、主灰は全量再資源化（民間委
託）、飛灰は埋立処分（民間委託）している。
　最終処分場がR13年度に完成した後は、当初の計画どおり、現在⑦に含まれている主灰が⑧に移行
するため、⑦が減少し、⑧が増加することとなる。

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

②事業系ごみ
　諏訪湖周地域は古くから精密機械工業が盛んであり、企業立地に力を入れている。
　また、諏訪湖や諏訪大社を中心とした観光業が盛んである。
　事業系ごみの過去の排出実績が増加傾向であるため、一般廃棄物処理基本計画も増加予測となっており、地
域計画も同様の予測となる。

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単
位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

31,970 t
リサイクル率

22.2%

処理残さ量

6,530 t
排出量 計画処理 20.4%

31,968 t
100.0% 減量化量

23,883 t
自家処理量 74.7% 最終処分量

981 t
3.1%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和14年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

31,327 t
リサイクル率

20.6%

処理残さ量

7,119 t
排出量 計画処理 22.7%

31,325 t
100.0% 減量化量

22,515 t
自家処理量 71.9% 最終処分量

0 t 2,357 t
7.5%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

6,455 t

118 t

0.5%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

4,934 t1,519 t

1,437 t

2 t 7,106 t

31,968 t
30,413 t 863 t

2 t

0 t

直接資源化量

31,325 t
2,185 t

15.8%

7.0%

4.8%

94.6%
29,634 t

172 t

0.4%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

5,667 t
17.7%

95.1%

4.5%

2.7%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和5年度 令和14年度 現状比

3,393 3,614 6.5%

8,454 8,095 -4.2%

0 0 0

11,847 11,709 -1.2%

2,284 1,858 -18.7%

19% 16%

385 927 140.8%

3% 8%

現状

令和5年度 令和14年度 現状比

5,297 5,110 -3.5%

9,169 9,198 0.3%

0 0 0

14,466 14,308 -1.1%

3,457 3,312 -4.2%

24% 23%

461 1,067 131.5%

3% 7%

現状

令和5年度 令和14年度 現状比

1,333 1,424 6.8%

4,322 3,884 -10.1%

2 2 0.0%

5,657 5,310 -6.1%

1,365 1,285 -5.9%

24% 24%

135 363 168.9%

2% 7%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

岡谷市

諏訪市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

下諏訪町

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　事業系ごみは、生活系ごみの分別区分に準じ、事業者自らが処理施設へ直接搬入、または収集運搬許可
業者が収集を行っている。今後は事業者に対してごみ減量化意識の向上を図り、排出実態の把握に努める
なかで多量排出事業者に対し減量化・資源化等に関する指導を行う。

　上記（１）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４のと
おり計画支援事業等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５で示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　可燃ごみについては、広域ごみ処理施設である諏訪湖周クリーンセンターで処理している。
　埋立ごみ（不燃ごみ）の処理については、岡谷市が直接埋立で処分しており、諏訪市、下諏訪町は業者
委託により処理している。
　資源物の処理については、岡谷市では、業者委託や業者の自主回収により処理している。諏訪市では、
剪定枝や草、葉等を諏訪市剪定木リサイクル施設で処理しており、その他の資源物は業者委託により処理
している。下諏訪町では、剪定枝、草、葉等は下諏訪町清掃センターで処理しており、その他の資源物は
業者委託により処理している。
　また、プラスチック資源については、令和7年度から諏訪湖周地域全域で構成市町が同時に容器包装プ
ラスチックと製品プラスチックの分別収集を開始して再商品化を行う。
　粗大ごみについては、各々業者委託や業者の自主回収により処理している。
　諏訪湖周クリーンセンターから発生する処理残渣については、全量民間委託（主灰は資源化、飛灰は埋
立処分）にて処理をしているが、今後は広域最終処分場を整備し、民間委託と併用し処理を行う予定。民
間業者の受け入れ中止や災害による搬出不可といったリスクを分散するため、最終処分場の整備を早急に
進める必要がある。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　表５の現有施設では産業廃棄物の処理を行っていないため、民間業者に依頼している。今後も現有施設
で一般廃棄物と産業廃棄物をあわせて処理することはなく、民間業者に依頼していく予定。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表２　湖周地域構成市町の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

燃やすごみ
（可燃ごみ）

焼
却

諏訪湖周
クリーン
センター

燃やすごみ
（可燃ごみ）

焼
却

諏訪湖周
クリーン
センター

燃やすごみ
（可燃ごみ）

焼
却

諏訪湖周
クリーン
センター

燃やすごみ
（可燃ごみ）

焼
却

(

熱
回
収

)

発電
諏訪湖周

クリーンセンター

広域
最終処分場

又は民間施設

埋立ごみ
（不燃ごみ）

埋
立

樋沢
最終処分場

不燃ごみ
破
砕
、

選
別

委託
埋立ごみ
（不燃ごみ）

選
別
、

保
管

清掃センター
→委託

不燃・埋立ごみ
埋
立
又

は
委
託

委託
（岡谷市は最終処分場）

最終処分

紙類（新聞） 紙類（新聞） 紙類（新聞） 紙類（新聞）

紙類（雑誌） 紙類（雑誌） 紙類（雑誌） 紙類（雑誌）

紙類
（段ボール箱）

紙類
（段ボール箱）

紙類
（段ボール箱）

紙類
（段ボール箱）

紙類（紙パック）
紙類
（紙パック）

－ 紙類（紙パック）

紙類
（その他紙類）

紙類
（その他紙類）

紙類
（その他紙類）

紙類
（その他紙類）

古着等 古着等 古着等 古着等

プラ類
（ペットボトル）

プラ類
（ペットボトル）

プラ類
（ペットボトル）

プラ類
（ペットボトル）

－ 白トレイ － －

プラ類
（容器包装プラ）

－
プラ類
（容器包装プラ）

プラ類
（容器包装プラ）

プラ類
（その他プラ）

プラ類
（その他プラ）

プラ類
（その他プラ）

プラ類
（製品プラ）

生ごみ
（公共・一般）

生ごみ
（公共・一般）

生ごみ
（公共・一般）

委託
生ごみ
（公共・一般）

堆肥化

剪定木 剪定木 剪定木 剪定木

草、葉等 草、葉等 草、葉等 草、葉等

缶類（アルミ缶） 缶類（アルミ缶） 缶類（アルミ缶） 缶類（アルミ缶）

缶類
（スチール缶）

缶類
（スチール缶）

缶類
（スチール缶）

缶類
（スチール缶）

金属類 金属類 金属類 金属類 再資源化

リターナブルびん － － リターナブルびん 再利用

びん類（無色） びん類（無色） びん類（無色） びん類（無色）

びん類（茶色） びん類（茶色） びん類（茶色） びん類（茶色）

びん類（その他） びん類（その他） びん類（その他） びん類（その他）

蛍光管・電球 蛍光管・電球 蛍光管・電球 蛍光管・電球

乾電池 乾電池 乾電池 乾電池

－ 食用油 食用油（年1回） 食用油

－ － ガラス・陶磁器くず ガラス・陶磁器くず

インクカートリッジ インクカートリッジ － インクカートリッジ

その他 その他 その他 その他

圧縮
再資源化

再資源化

再資源化

委託

売却

清掃センター
→委託

委託
（岡谷市は自主回収

→委託）

岡谷市は委託
諏訪市はリサイクル施設
下諏訪町は清掃センター

委託
（岡谷市は自主回収、

下諏訪町は清掃センター
→委託）

委託
（下諏訪町は清掃センター

→委託）

リ
サ
イ
ク
ル

堆肥化
チップ化

圧縮
再資源化

圧縮
再資源化

委託

リ
サ
イ
ク
ル

自主回収

委託

自主回収

委託

現　　　状（令和５年度） 今　　　後（令和１４年度）

岡谷市 諏訪市 下諏訪町
分別区分 処理方法

処理施設等

リ
サ
イ
ク
ル

委託

清掃センター

清掃センター
→委託

委託

リ
サ
イ
ク
ル

リサイクル
施設
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表３－Ｅ　適正な最終処分のための整備事業

事業番号 1

施設名称
湖周広域最終処分場

（仮称）

事業主体 湖周行政事務組合

工種 新設工事

事業目的
（新設等の理由）

一般廃棄物の広域的処理
の一環として、新たに広
域最終処分場を整備す
る。

埋立て場所 未定

型式及び処理方式 クローズド方式

処分場総面積 未定

処分場埋立面積 未定

処分場埋立容積 30,000㎥

事業期間 R12年度～R13年度

竣工（事業完了）予定年月 R13年度

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」
未定

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の
項目を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

第5次諏訪市総合計画
第6章

国土強靭化地域計画

プラ要件化の経過措置 ○

埋立期間 30年

埋立開始（予定）年月 令和14年度

埋立終了（予定）年月 令和43年度

跡地利用計画 未定

備考 ー

10



表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ①

関連する本体事業の番
号

1

事業名
施設整備に関する

計画支援事業

事業主体 湖周行政事務組合

事業目的
最終処分場整備工事

のため

事業概要

測量、地質調査、土
質調査、生活環境影
響調査、基本計画、
基本設計、実施設
計、事業者選定 等

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

プラ要件の経過措置 ○

プラ施設整備事業 －

備考 －
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表５　現有施設一覧

施設種別 高効率ごみ発電 最終処分場
マテリアルリサイクル

推進施設
マテリアルリサイクル

推進施設

施設名
諏訪湖周クリーン

センター
岡谷市樋沢一般

廃棄物最終処分場
諏訪市剪定木等
リサイクル施設

下諏訪町
清掃センター

施設所有主体 湖周行政事務組合 岡谷市 諏訪市 下諏訪町

型式及び処理方式 ストーカ式 セル埋立方式 ストックヤード ストックヤード

処理能力（単位） 110（t/日） 61,100（m3） 4（t/日） 20（t/日）

エネルギー回収の有無 有 無 無 無

竣工年月 H28.11 H12 H28.1 H29.10

廃止又は休止（予定）年月 未定 R36 未定 未定

施設所在地
長野県岡谷市字内山

4769番14
長野県岡谷市樋沢

10190番地
長野県諏訪市大字

上諏訪13338番地111
長野県諏訪郡

下諏訪町657番地

想定される浸水深 浸水深0ｍ 浸水深0ｍ 浸水深0ｍ 浸水深0ｍ

浸水対策

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考

－

－

－

－

－
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　大規模な地震や水害等の発生時には、がれきなどの廃棄物が大量に発生し、平常時の収集・運搬体制、
処理・処分体制などが十分に機能しない事態が想定される。このため構成市町では、令和元年度に大栄環
境株式会社と災害時における災害廃棄物等の処理に関する協定を締結し、災害廃棄物処理に関する計画の
策定支援や、撤去、収集運搬、処分に関する支援体制を構築した。
　今後は、それぞれの組織市町が策定した災害廃棄物処理計画を踏まえ、災害廃棄物等の広域処理体制を
確保するため、近隣地域や広域連合内の市町村、長野県との連携体制構築に向けた協議を進め、災害に備
えた取り組みを強化する。
　なお、諏訪湖周地域は南海トラフ地震防災対策推進地域に指定されているため、今後整備を予定してい
る最終処分場は、想定される地震の震度に耐えることができる構造とする。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　排出事業者に対して事業系ごみの分別処理マニュアルやチラシの配布、ホームページによる周知を通じ
てごみ減量・資源化・適正処理について意識の向上を図っている。また、搬入事業者（事業系ごみ収集業
者）を対象にごみ搬入に関する事業者説明会を開催し、搬出事業者への指導の徹底や収集時の注意を依頼
している。
　今後は諏訪湖周地域全域における事業系ごみの排出方法を記載したガイドブックを作成し、配布しなが
ら生活系ごみとの違いを伝えていく。

　構成市町において順次有料化が図られ、令和3年4月に全ての市町で有料化が完了した。
　また、それまで構成市町毎、諏訪湖周クリーンセンターへの直接搬入手数料に差異があったが、それを
機に料金を統一した。今後は社会情勢の変化、他自治体の状況等を踏まえながら料金改定の検討を行う。
　また、家庭ごみ指定袋における手数料（住民負担割合）の統一について、分別収集方法の統一と併せて
検討を行う。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　構成市町では、携帯電話・スマートフォンの窓口回収を行っており、その他リチウム蓄電池を含む小型
家電等については、商品を購入した店舗や一般社団法人ＪＢＲＣの協力店に持ち込むよう啓発している。
ごみ収集車やごみ処理施設の火災事故等を未然に防止するため、リサイクルマークがついた小型充電式電
池については、適正な排出方法等の周知啓発を積極的に実施する。

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　湖周行政事務組合で策定した「ごみ処理基本計画（一般廃棄物処理基本計画）」のP122～P129を添付す
る。
　基本計画記載の内容の他、構成市町ではスマートフォンアプリを用いた各ごみ収集日のお知らせ、生ご
み処理機購入への補助制度、食品ロス削減の啓発を行っている。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　プラスチック使用製品廃棄物の適切な分別や排出の抑制、また認定プラスチック使用製品の使用をごみ
カレンダーやポスター等で啓発・情報提供を行い、学校等各種団体と連携し環境学習を行う。
　なお、令和７年度から諏訪湖周地域全域で構成市町が同時に容器包装プラスチックと製品プラスチック
の分別収集を開始して再商品化を行う。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　諏訪湖周地域の各構成市町は、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じ
て、長野県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに計画の事後評
価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映
させるものとする。なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すも
のとする。
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

3,430,200 2,805,600 0 0 0 0 0 1,963,900 841,700

1
2

湖周行政
事務組合

28,546 m3 R12 R13 R12 R13 3,430,200 2,805,600 0 0 0 0 0 1,963,900 841,700

354,800 318,200 0 78,367 82,717 101,016 56,100 0 0

①
②

湖周行政
事務組合

R8 R11 R8 R11 354,800 318,200 0 78,367 82,717 101,016 56,100 0 0

0

0

0

0 3,785,000 0 3,123,800 0 78,367 82,717 101,016 56,100 1,963,900 841,700

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

合     　　計

適正な最終処分のための整備事業

最終処分場整備

計画支援事業等

事業番号1及び2の施設整備に関する
計画支援事業
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一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度

①総人口（人） 118,899 117,836 116,375 115,500 114,110 113,600 112,524 111,449 110,375 109,301 108,226 107,151 106,078 105,003

②事業系ごみ排出量
（トン）

10,938 9,949 9,968 10,098 10,023 9,965 10,185 10,148 10,211 10,148 10,185 10,185 10,174 10,148

③生活系ごみ排出量
（トン）

24,848 25,540 23,445 23,134 21,945 23,426 23,117 22,827 22,585 22,222 21,959 21,668 21,486 21,177

④1人1日当たりの
生活系ごみ排出量
（ｇ/人日）

435 455 420 419 401 406 399 398 397 397 396 396 395 395

その他排出量
（トン）

3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

⑤総排出量
（トン）

35,789 35,492 33,415 33,234 31,970 33,393 33,304 32,977 32,798 32,372 32,146 31,855 31,662 31,327

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

822 825 787 788 765 805 811 811 812 811 814 814 816 817

⑦総資源化量
（トン）

8,054 8,230 7,549 7,416 7,106 8,379 8,517 8,388 8,289 8,135 8,045 7,914 7,846 6,455

⑧埋立最終処分量
（直接処分、処理後残渣含む）

（トン）
1,143 1,198 1,064 982 981 1,110 1,101 1,108 1,103 1,092 1,084 1,091 1,083 2,357

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

5,936 5,949 5,596 5,482 5,209 6,583 6,737 6,624 6,530 6,396 6,315 6,197 6,138 6,045

年間日数
（日）

366 365 365 365 366 365 365 365 366 365 365 365 366 365

指標・単位

過去の状況・現状 予測

16



3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

24,848 25,540 23,445 23,134 21,945 23,426 23,117 22,827 22,585 22,222 21,959 21,668 21,486 21,177 

10,938 9,949 
9,968 10,098 

10,023 
9,965 10,185 10,148 10,211 10,148 10,185 10,185 10,174 10,148 

35,789 35,492 
33,415 33,234 

31,970 33,393 33,304 32,977 32,798 32,372 32,146 31,855 31,662 31,327 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

6,036 6,184 5,631 5,535 5,291
6,583 6,737 6,624 6,530 6,396 6,315 6,197 6,138 6,045

2,018 2,046
1,918 1,881 1,815

1,796 1,780 1,764 1,759 1,739 1,730 1,717 1,708

410

8,054 8,230
7,549 7,416

7,106

8,379 8,517 8,388 8,289 8,135 8,045 7,914 7,846

6,455

310 396 325 296 288 397 394 407 405 401 397 409 405 402
833 802 739 686 693 713 707 701 698 691 687 682 678 672

1,283

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

（トン） 総資源化量と埋立最終処分量の推移

組合最終処分量（主

灰）

委託処分量（飛灰）

各市町処分量

資源化量（主灰）

組合最終処分量（主灰）

委託処分量（飛灰）

各市町処分量

令和元年度 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

過去の状況・現状

令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度

予測

資源化量（主灰）

資源化量（主灰以外）

令和14年度

目標

17



118,899 
117,836 

116,375 
115,500 

114,110 113,600 
112,524 

111,449 
110,375 

109,301 
108,226 

107,151 
106,078 

105,003 

95,000

100,000

105,000

110,000

115,000

120,000

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

435 455 
420 419 401 406 399 398 397 397 396 396 395 395 

822 825 
787 788 765 

805 811 811 812 811 814 814 816 817 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 令和14年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

生活系ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）
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かさねるハザードマップ　洪水、土砂

諏訪湖周クリーンセン

諏訪湖周クリーンセンター

岡谷市樋沢

一般廃棄物最終処分場

諏訪湖周クリーンセンター

岡谷市樋沢

一般廃棄物最終処分場
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諏訪市剪定木等リサイクル施設
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かさねるハザードマップ　洪水、土砂

諏訪市剪定木等リサイクル施設
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かさねるハザードマップ　洪水、土砂

下諏訪町清掃センター

下諏訪町清掃センター
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国土強靭化地域計画（諏訪市総合計画P131）
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